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複式３・４年国語科学習指導案

３年 男子２名 女子２名 計４名

４年 男子３名 女子２名 計９名

指 導 者 山 下 真 也

１ 単元・教材 単元「調べたことをまとめて発信しよう」

教材「研究レポートを書こう」(書く・東書３年下・１２時間）

教材「みんなで新聞を作ろう」(書く・東書４年下・１２時間）

２ 単元について

(1) 単元の位置とねらい

(第３学年)

この期の子どもたちは，２年生の同時期に，教材

「二年一組，はつ明じむしょ」を使って，自分で調

べたことや想像したことを整理して順序よく書く

学習を経験してきている。 また，３年生に進級し

てから，教材「かんさつしたことを書こう」で，校

区のようすについて段落ごとに整理しながら書い

たり，教材「心にのこったことを書こう」で，伝え

たいことの中心を考えながら生活文を書いたりす

る学習をしてきている。

そこで今回は，生活の中で興味を持ったことにつ

いて調べ，レポートという定まった様式に沿って書

く学習を仕組む。本単元でのねらいは，調査報告文

の基本的な形式に沿って書く活動を通して，調べて

分かったことや，そこから考えたことなどが読み手

に分かりやすく伝わる構成と表現について考える

能力を身に付けさせることである。

なお，本単元は複式指導の良さを生かし，指導を

効果的に進める観点から，「同単元異内容指導」を

行うこととし，交流場面を随時設けることとする。

ここでの学習は，今後，自分が経験した出来事と，

自分が考えたことを分けて書く４年生への学習へ

と発展していくものである。

(第４学年)

この期の子どもたちは，３年生の同時期に，教材

「研究レポートを書こう」を使って，自分で調べた

ことを報告書の形式に沿って整理しながら書く学

習を経験してきている。また，４年生に進級してか

ら，教材「わたしが選んだ今月のニュース」で，「い

つ」「どこで」などといった大事なことを落とさな

いように書いたり，教材「わたしの考えたこと」で，

考えが明確に伝わるように構成を工夫しながら意

見文を書いたりする学習をしてきている。

そこで今回は，自分たちの興味・関心をもとに調

べたいことに関する情報を集め，新聞というある程

度自由度の高い様式にまとめる学習を仕組む。本単

元でのねらいは，読み手の興味をひくようなレイア

ウトや見出しなどを決めていく活動を通して，より

よく相手に伝わる構成や表現について考える能力

を身に付けさせることである。

なお，本単元は複式指導の良さを生かし，指導を

効果的に進める観点から，「同単元異内容指導」を

行うこととし，交流場面を随時設けることとする。

ここでの学習は，今後，事実と意見を分け，全体

の構成を考えながら書く５年生への学習へと発展

していくものである。

(2) 指導の基本的な立場

教材「研究レポートを書こう」は，調べたこと・

調べた理由，調べて分かったこと，調べた感想と分

けて整理してあり，それぞれの表現の違いや工夫に

着目させるのに適した教材である。また，３年生の

この時期は，調べたり観察したことを報告する経験

を重ねているものの，調べたことを丸写しして羅列

したり，事実と感想が混在したりしがちである。調

べて分かったことや，感想などを項目ごとに整理さ

せる書き方に気付かせる本教材は，この時期にふさ

わしい教材であるといえる。

このような教材の特質を生かして，本単元では調

べたことを項目ごとに組み立てる能力や，調べた事

実とそこから得た感想が区別できるように言葉や

表現を考える能力を身に付けさせたい。

具体的には，まず夏休みに書いてきた自由研究を

使って，今までにレポートを書いてきた経験につい

て振り返らせる。そして，教師が作成した実際のレ

ポートや教科書で紹介してあるレポート例を紹介

し，これから新たにレポートを書いていこうという

意欲を高めたうえで，単元のめあてと学習計画を設

教材「みんなで新聞を作ろう」は，実際に児童が

作成した新聞を例に，取材したことをより分かりや

すく伝えるための工夫についてまとめられており，

新聞の構成や表現上の工夫をつかませるのに適し

た教材である。また４年生のこの時期は，他教科や

総合的な学習の時間においても，新聞を作る経験を

重ねてきているものの，誰が読んでも分かりやすい

表現をしようという意識はまだ低い。読み手に分か

りやすい構成や表現の工夫について考えさせる本

教材は，この時期にふさわしい教材であるといえ

る。

このような教材の特質を生かして，本単元では読

み手が興味をもち，かつ分かりやすい構成について

考える能力や，大事なことを落とさずに書く能力を

身に付けさせたい。

具体的には，まず社会科でまとめた新聞を使っ

て，今まで新聞を作ってきた経験について振り返ら

せる。そして，実際の新聞や教科書の新聞例を紹介

し，これから新たに新聞を書いていこうとする意欲

を高めたうえで，単元のめあてと学習計画を設定す
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定する。この段階で，書く題材についても決定させ

たい。

次に，レポートの構成と記述について，導入で示

した例を用いて調べる時間を確保する。ここでは，

「調べたこと・調べた理由」「調べて分かったこと」

「調べ終わっての感想」の３つに分けて項立てして

あることや，「～だそうです。」「～だと思います。」

などの文末表現の違いに気付かせる。取材活動に入

る前に，自分が取材してきたことを，どのように構

成しながら記述していけばよいかを理解させてお

くことにより，児童の主体性を高めていきたい。

その後，実際にレポートを作成する段階に入って

いく。取材方法を確認したうえで，自分の目的に合

わせた取材活動ができるように指導していく。１回

目の取材活動が終わった後，草案を作らせ，足りな

かった材料はなかったかを確認させた後，再び取材

活動の時間を設ける。取材，構成，取材と繰り返し

取材活動を行うことで，内容の充実を図らせたい。

また，下書き，推敲の段階で４年生のアドバイスを

受ける時間を設ける。異学年交流の場を積極的に取

り入れ，書くことに関するお互いの習熟を図らせて

いきたい。

最後に，書いたレポートをクラス内で読み合い，

感想を交流させる。その際，観点をもって感想が交

流できるよう，評価表の活用を図りたい。それから，

校内や生活館にレポートを貼り出し，書いたものに

関する反響を実感させたい。また，書いたものはデ

ータ化し，今後の学習に生かせるようにしておくこ

とにも取り組みたい。

る。その中で，書く題材についても決定させていき

たい。

次に，新聞の構成と記述の仕方について，導入で

示した例を用いて調べる時間を確保する。具体的に

は，見出しと本文に分かれた構成や写真や図表を取

り入れた構成，「いつ」「どこで」「どうした」を取

り入れた記述などに気付かせる。取材活動に入る前

に，自分が取材してきたことを，どのように組み立

てて記述していけばよいかをイメージさせておく

ことにより，児童の主体性を高めていきたい。

その後，実際に新聞を作成する段階に入ってい

く。取材方法を確認したうえで，自分の目的に合わ

せた取材活動ができるように指導していく。１回目

の取材活動が終わった後，草案を作らせ，足りなか

った材料はないかを確認させた後，再び取材活動の

時間を設ける。取材，構成，取材と繰り返し取材活

動を行うことで，内容の充実を図らせたい。また，

下書き，推敲の段階で３年生のアドバイザーとして

役割を与える。複式指導におけるよさとして，異学

年交流の場を積極的に設け，お互いの書くことに関

する習熟を図らせていきたい。

最後に，書いた新聞をクラス内で読み合い，感想

を交流させる。その際，観点をもって感想が交流で

きるよう，評価表の活用を図りたい。それから，校

内へ作成した新聞を掲示し，書いたものに関する反

響を実感させたい。書いたものはデータ化し，今後

の学習に生かせるようにしておくことにも取り組

みたい。

学習形態については学年別指導を基本とするが，単元の過程をできるだけそろえ，学年を越えた異学年交

流の場を積極的に設けることで，複式学級のよさを生かしていきたい。また，本単元では両学年とも「構成」

「記述」の段階を重点化して指導することとし，評価規準を明確に示せるようにしていきたい。

(3) 子どもの実態

本学級の子どもたちが，書くことに関すること及び複式指導(主にガイド学習)に対してどのように受け止

めているかを調査した。結果は以下のとおりである。 (調査実施日Ｈ２５. ８.２１.）

第３学年 第４学年

Ａ児 Ｂ児 Ｃ児 Ｄ児 Ｅ児 Ｆ児 Ｇ児 Ｈ児 Ｉ児

① 作文を書くことは好きですか。

あまり好きではない 好きではない あまり好きではない あまり好きではない あまり好きではない まあまあ好き
あまり好きではな

い
まあまあ好き 好き

②「作文が好き・嫌い」の理由

たくさん書く
たくさん書く

題の工夫が難しい

たくさん書く

題の工夫が難しい

材料が見つから

ない
文章を書くのが苦手

伝えたいこと

が書ける

長く書くのが

面倒くさい

書いているうち

に好きになった

出来事を伝えられる

賞がうれしい

③「レポート」（自由研究）を書くのは好きですか。 ③「新聞」を書くのは好きですか。

好きではない 好きではない 好きではない あまり好きではない あまり好きではない 好きではない 好きではない 好き 好きではない

④「レポートが好き・嫌い」の理由 ④「新聞が好き・嫌い」の理由

文章を書くのが

好きではない

何枚も書かな

いといけない

絵や字を書く

のが難しい
書き直しが嫌

長く書かないといけな

いから

たくさん書く

ので疲れる
難しいから

自分で好きなよ

うに書けるから

自分でまとめないと

いけないから

⑤ 作文を書くときに，どちらかというと得意なことは何ですか。次から1つ選びなさい。

ア.書くことを決める イ.書く材料を集める ウ.書く順序を考える エ.工夫して表現する

オ.一度書いたあとに見直す カ.友達の作品を読んで感想をもつ

ウカ アイ アイウカ アイカキ アカ ウエオ イエ イウカ アウカ

⑥ 作文を書くときに，どちらかというと苦手なことは何ですか。
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ア.書くことを決める イ.書く材料を集める ウ.書く順序を考える エ.工夫して表現する

オ.一度書いたあとに見直す カ.友達の作品を読んで感想をもつ

アイエオ ウエオカ エオ ウエ イウエオ アイカ アウオカ アエオ イエオ

⑦ 友達が調べてまとめたものをよく読みますか。 ⑦ 新聞をよく読みますか。

まあまあある まあまあある まあまあある ほとんどない まあまあある まあまあある まあまあある まあまあある まあまあある

⑧「レポート」についての知識を問う設問。 ⑧「新聞」についての知識を問う設問。

・「レポート」自体の意味がよく分かっていない。

・レポートという様式の特徴についても気付けな

い。

・「新聞」については，いろいろなニュースをまとめて紹介

するものだという認識はできている。

・「見出し」や「写真・絵」を取り入れた構成について気付

けている。

⑨ ガイド学習の進め方はできていますか。

あまりできていない あまりできていない まあまあできている あまりできていない あまりできていない あまりできていない あまりできていない できていない あまりできていない

⑩「⑨」の理由

どう進めていいか分

からないときがある
やることが多い 理科では出番がない てきぱきとできない

進め方が分からな

いときがある
みんなをまとめるのが難しい

進め方が分からない

ときがある

言うことを聞いてく

れないときがある

進め方が分からない

ときがある

３年生の児童の全体的な傾向は，以下の通りである。

・書くことに関して，あまり意欲的ではない児童が

多い。 【設問①４人中４人】

・レポートの様式で書く活動について，経験はある

ものの，抵抗を感じている児童が多い。

【設問③４人中４人】

・「題材設定・取材」に関して，得意だと思っている。

【設問⑤４人中３人】

・「表現の工夫」が難しいという意識を持っている。

【設問⑥４人中４人】

・「レポート」自体に馴染みがなく，ただ見ただけで

は様式の特徴に気付けない。【設問⑧】

・ガイド学習の進め方について不安を持っている児

童が多い。 【設問⑨４人中３人】

書くことに関して苦手意識を持っている児童が多

く，能力差も大きいことから，単元に入る前からの十

分な手立てが必要な学年である。学年全体の傾向を踏

まえつつ，個々の実態をさらに分析し，単元の指導に

生かしたい。

Ａ児は，表現することが苦手な児童であり，書くこ

とに関しても同様の傾向にある。書けないことにあせ

りを持たせないようにじっくり指導していく構えが教

師側に必要な児童である。理解力はあるので，具体的

な指示を個別に与えることや，活動時間を十分確保し

てあげることを心がけながら指導に当たりたい。また，

授業の中でもリラックスした雰囲気の中で，友達と交

流できる場面を作ってあげたい。

Ｂ児は，能力的には上位の児童である。しかし，長

文を書くような作業に対して早く終わらせたがる気持

ちが見られる。意欲を持続させるために，目的意識や

相手意識をしっかりともたせること，特に記述の場面

での表現の工夫を賞賛し，よりよいレポートになって

いく過程を楽しませられるよう心がけたい。

Ｃ児は，普段の学習の様子を見る限り，書くことに

関して意欲を持っている児童だと考えられる。ただ，

条件や制限を加えたもとで書く文章や，形式を整えた

文章を書くことは苦手である。そのことから，最近は

書くことに関して自信を無くしている面が見受けられ

４年生児童の全体的な傾向は，以下の通りである。

・作文を書くことに関して，意欲的でない児童がい

る。 【設問①５人中２人】

・新聞様式で書く活動について，経験はあるものの，

抵抗を感じている児童が多い。

【設問③５人中４人】

・書く行程に関して，得意・不得意と感じている過

程がばらばらである。 【設問⑤・⑥】

・「新聞」という様式についてはある程度理解して

いて，その特徴にもある程度気付ける。

【設問⑧】

・ガイド学習の進め方について，不安を持っている

児童が多い。 【設問⑨５人中５人】

書くことに関して，積極的な児童とそうでない児童

が混在している学年であることから，交流場面をうま

く作りながら指導してくことが必要な学年である。学

年全体の傾向を踏まえつつ，個々の実態をさらに分析

し，単元の指導に生かしたい。

Ｅ児は，発表に積極的で，アイディアも豊富な児童

である。反面，根気に欠ける面があり，その気質は書

く活動時にも表れ，長い文章を書くことや，丁寧に文

字を書くことをおろそかにすることがある。普段の指

導の中で根気強く関わりながら，自覚と責任感をもっ

て学習に取り組む意識を持たせたい。

Ｆ児は，書く能力はあるものの，活動内容を十分に

把握できておらず，そのために活動に行き詰まったり

することがある。丁寧な説明を心がけるとともに，わ

たる段階で，活動内容を十分に把握できているかの見

届けを十分に行っていきたい。また，普段から文量を

多く書く方ではないので，構成段階でしっかりと関わ

り，見通しを持たせて書く活動に取り組ませたい。

Ｇ児は，高い語彙力を身に付けている児童の一人で

ある。一方で，丁寧に書くことをおろそかにしがちで，

誤字，脱字も見られる。推敲と清書の段階で，十分関

わっていきたい。また，話し合い活動に積極的な方で

はないので，様子を見取りながら意見が出せるように

声かけをしていきたい。

Ｈ児は，書く能力が高く，長い文章も構成立てて丁
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(4) 指導上の留意点

ア レポートや新聞の題材設定については，総合的な学習の時間との関連を図り，自分たちの校区を題材

として取り扱うこととする。子どもたちがどのような地域素材に興味を持ち，どのようなものを取り上

げて総合の時間で調べているかを事前に把握しておく必要がある。なかなか題材が決められない児童に

は，子どもたちの中で広がった選択肢の中から選べるような配慮をしていきたい。

イ 教科書のレポート例と教師が作成したレポー

ト例を比較し，研究レポートには共通の流れがあ

ることに気付かせる。その上で，「調べたこと・

調べた理由」「調べて分かったこと」「調べた感想」

の３つに分けて構成していくことを話し合う。ま

た，構成面だけでなく，記述面にも目を向けさせ

る。具体的には「予想とちがって，おどろきまし

た。」「理由は，～だからです。」「～だそうです。」

などの表現である。

ウ 下書きをする段階で，事実や伝聞，感想などの

違いを意識できるようにするために，事実は「黄

色」，「聞いたこと」は赤などといったように付箋

を使って確かめられるようにする。

エ 推敲の段階では，文末表現が適切であるかに加

えて，横書きの書式が守れているか，接続詞は適

切に使えているかなどといった観点で見直しを

させる。また，4年生に校正を手伝ってもらう時

間を設け，交流場面を作るようにする。

オ 友達の作文を読むときは，評価表を提示し，観

点をもって読むことができるようにする。また，

形式の評価だけでなく，内容に関する感想を伝え

合うことで，知らせたいことが分かってもらえた

満足感を味わわせるようにする。

イ 教科書の新聞例と実際の新聞を比較し，「重要

な記事に紙面を大きく割いている」「見出しがあ

る」「写真やグラフがある」などといった新聞の

割り付けにあるきまりについて気付かせる。その

上で，付箋を用いて，自分の割り付け計画を考え

させておく。また，構成面だけでなく，文章が敬

体で書かれていることや敬語が用いられている

記述面にも目を向けさせる。具体的には，「～と

おっしゃっていました。」「～を見てください。」

などの表現である。

ウ 下書きをしていく段階で，大切なことを落とし

ていないか確かめるために，「いつ」は黄色，「ど

こで」は赤などといったように，付箋を使って確

かめられるようにする。

エ 推敲の段階では，大事なことが落とさずに書け

ているか，文末表現は適切か，敬意表現が使えて

いるかなどといった観点で見直しをさせる。ま

た，3年生の校正を手伝う時間を設け，交流場面

を作るようにする。

オ 友達の作文を読むときは，評価表を提示し，観

点をもって読むことができるようにする。また，

形式の評価だけでなく，内容に関する感想を伝え

合うことで，知ってほしいことが分かってもらえ

た満足感を味わわせるようにする。

カ ガイド学習の際は，ガイド役との打ち合わせを行っておき，自信をもって進められるように配慮する。

また，活動内容が理解できていないという状況を防ぐために，わたる前にも活動内容を確認し，活動の

開始を見届けてから他学年にわたるように心がける。

キ 単元の特性や複式学級であることのよさを生かして，単元の導入と終末は一斉指導を行う。また，適宜

異学年の交流場面を作ることで，それぞれの学年の学習内容の習熟を図る。

る。繰り返しの指導で定着を図りながら，できるよう

になった部分を自己評価させ，自信を持てるよう配慮

していきたい。

Ｄ児は，学習に意欲的な児童である。国語の力も高

く学習への意欲も見られる。材料集めに苦手意識があ

るという回答が見られるが，会話の中で複数の題材を

引き出すことが可能な児童であるので，授業の中でも

教師や友達との交流場面を多く作ってあげたい。また，

１学期に国語のガイド役を務めていた経験を，間接指

導時に生かせるような声かけをしていきたい。

１・２年生時に単式学級で授業を受けてきた４人は，

まだガイド学習の経験が十分とは言えないため，間接

指導時には十分な配慮が必要である。２学期，国語の

ガイド役になったＢ児とは，今後も事前の十分な打ち

合わせが必要である。また，ガイド学習においては，

ガイド役以外の児童の役割も重要であることから，４

人の協力的な雰囲気作りにも普段から努めていきた

い。

寧に書くことができる児童である。しかし，アンケー

トでは取材や構成に苦手意識がもっていることから，

その部分の学習の振り返りをさせ，学習してきた積み

上げを実感させ，自信を持って書く活動に入れるよう

にさせたい。

Ｉ児は，書く能力が高く，表現力もあり，モデルと

して紹介したい文章を書くことができる児童である。

ただ，取材や記述に対して苦手意識があるので，全体

の前でよいところを紹介することで，書くこと全般に

関する自信を付けさせるような機会を，単元前や単元

中の学習の中で設けたい。

４年生は，昨年度の３年生のときから複式学級で学

習してきているので，ガイド学習への慣れは十分見ら

れる。しかし，進行をガイド役の児童に任せっきりに

なってしまうことがあり，個々がガイドの役割に自信

を持てない実態が見受けられる。ガイド役児童との十

分な打ち合わせはもちろんのこと，ガイド学習を進め

る場合は，周りの建設的な意見が重要であることを普

段から意識付けさせ，お互いに自信を深められるよう

にしていきたい。
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構想表 （「Ｂ 書くこと」） ３年 教材名（「研究レポートを書こう」）（11 月）

重点指導

事項

（１）（構成）

文全体における段落の役割を理解し，自

分の考えが明確になるように，段落相互の

関係などに注意して文章を構成すること。

（１）ウ（記述）

書こうとすることの中心を明確にし，目

的や必要に応じて理由や事例を挙げて書く

こと。

言語活動

【関連のある今までの学習】

「案内の手紙を書こう」[3 年]（9月）

評価規準：伝えたい相手のことを考え，案内する

ときに大事な事柄を考えている。

言語活動：相手や目的に合わせた内容や言葉遣い

を考えながら，案内状を書く。

【関連のある今までの学習】

「お話を作ろう」[3年]（10 月）

評価規準： 人物の行動や会話を取り入れ，場面の

様子を分かりやすく書いている。

言語活動：絵地図をもとに想像を広げ，物語を書く。

【学習の流れ】 【評価規準】 【具体的指導事項】

【関連のあるこれからの学習】

「『わたしの作品集』をつくろう」[3 年]（2月）

評価規準：一年間書いた作品を読み返し，特に紹

介したいものを選んでいる。

言語活動：一年間書いてきた作品の中から気に入

ったものを選び、それを紹介する文章を書く。

【関連のあるこれからの学習】

「心の動きを文章に書こう」[4年]（4 月）

評価規準：心が大きく動いた部分をくわしく書いたり，気

持ちを表す言葉を工夫して書いたりしている。

言語活動：気持ちを表す語彙や表現の仕方について

学び、それらの表現を取り入れた文章を書く。

毎
日
の
生
活
の
中
で
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
調
べ
、
レ
ポ
ー
ト
に
書
い
て
報
告
す
る
。

〈具体的指導事項の活用例〉

①「調べたこと・調べた理由」「調べて分かっ

たこと」「調べた感そう」の項立てにそって

書いている。

② どのような調べ方で分かった

ことなのかを書く。

③ 感想を書くとき「はじめは，

～と思ったけれど、ちがった。」

「予そうどおり、～だった。」

の表現を使う。

④ 横書きの正しい書き方。

⑤ 適切な文末表現。(事実・

感想・伝聞・引用)

１ 計画を立てて

調べ，分かったこ

とを整理する。

２ 全体の組み立

てを考え，表記に

気をつけて書く。

３ 「研究レポー

ト」を読み合う。

レポートの形式を理解

し，調べた事柄を整理し，

文章の構成を考えている。

調べた方法や具体例，自

分の考えたことが分かる

よう言葉や表現を選んで

レポートを書いている。

④横書きの正しい書き方。

⑤ 適 切 な 文 末 表 現 。 (事

実・感想・伝聞・引用)

① 「調べたこと・調べた理由」「調

べて分かったこと」「調べた感そう」

の項立てにそって書いている。

② どのような調べ方で分

かったことなのかを書く。

③ 感想を書くとき「はじめ

は，～と思ったけれど、ち

がった。」「予そうどおり、

～だった。」の表現を使う。
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構想表（「Ｂ 書くこと」） ４年 教材名「みんなで新聞を作ろう」（11 月）

重点指導

事項

（１）イ（構成）

文全体における段落の役割を理解し，自

分の考えが明確になるように，段落相互の

関係などに注意して文章を構成すること。

（１）ウ（記述）

書こうとすることの中心を明確にし，目

的や必要に応じて理由や事例を挙げて書く

こと。

言語活動

【関連のある今までの学習】

「お願いやお礼の手紙を買こう」[4 年]（9 月）

評価規準：基本的な手紙の形式を理解し，手紙の

書く内容の構成を考えている。

言語活動：手紙の基本的な形式を守り、読み手に

気持ちが伝わるような案内状や礼状を書く。

【関連のある今までの学習】

「お願いやお礼の手紙を買こう」[4 年]（9 月）

評価規準：読み手に伝えたいことが明確になるよう

に，言葉や表現を工夫している。

言語活動：手紙の基本的な形式を守り、読み手に気

持ちが伝わるような案内状や礼状を書く。

【学習の流れ】 【評価規準】 【具体的指導事項】

【関連のあるこれからの学習】

「立場を明確にして書こう」[5 年]（6 月）

評価規準：相手に自分の意見が伝わるように，効

果的な構成を考えて書いている。

言語活動：自分の意見と理由を整理し，効果的な

構成を考えて，意見文を書く。

【関連のあるこれからの学習】

「目的に合わせて書こう」[4 年]（1 月）

評価規準：目的と形式に必要な資料を選び，伝えた

いことを書いている。

言語活動：インタビュー記事を新聞の形式に書き換

える。

集
め
た
情
報
を
伝
え
た
い
こ
と
の
中
心
を
考
え
な
が
ら
構
成
し
、
新
聞
の
形
式
で
書
く
。

〈具体的指導事項の活用例〉

① 伝えたいことに合わせ，記事の分量や置き

場所を考える。（わり付けの工夫）

② 出来事の大事なことを落とさずに書く。

（1H5W）

③ 伝えたいことを，より分かりやすくするた

め，写真や図などの資料を使う。

④ 読む人の興味を引く見出しをつける。

⑤ 数や名前を正しく書く。

⑥ 文末表現(事実・考え)

⑦ 段落分け

１ 新聞の形式や

特徴を知り，自分

たちの新聞を作

る計画を立てる。

２ 計画にそって

取材や構成をし，

新聞を作る。

３ 感想を交流し，

学習を振り返る。

新聞の形式を知り，全体

のレイアウトや見出しの

立て方について考えてい

る。

出来事を伝えるために

大事なことを落とさずに

書いたり，分かりやすくな

るよう資料を取り入れた

りしている。

⑤数や名前を正しく書く。

⑥文末表現(事実・考え)

⑦段落分け

①伝えたいことに合わせ，記

事の分量や置き場所を考

える。（わり付けの工夫）

②出来事の大事なことを落

とさずに書く。（1H5W）

③伝えたいことを，より分か

りやすくするため，写真や

図などの資料を使う。

④読む人の興味を引く見出

しをつける。
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３ 目標

(1) 知りたいことについて調べ，研究レポートを書

くことに意欲的に取り組もうとしている。

（国語への関心・意欲・態度）

(2) 調べたことについて，項立てに合わせてレポー

トを構成している。

（書く能力・構成）

(3) 項立てに合わせて，調べてきたことをまとめ直

している。

（書く能力・記述）

(4) 文末表現が適切な形になっている。

横書きのときの書式を守っている。

接続詞が適切に使えている。

（言語についての知識・理解・技能）

(1) 知りたいことについて調べ，新聞を作ることに

意欲的に取り組もうとしている。

（国語への関心・意欲・態度）

(2） 新聞の形式を理解し，見出しや本文を分けなが

ら，全体のレイアウトを考えて構成している。

（書く能力・構成）

(3) 新聞の割り付け案に合わせて，調べてきたこと

をまとめ直している。

（書く能力・記述）

(4) 文末表現が適切な形になっている。

段落を意識して書いている。

敬体で書いている。

（言語についての知識・理解・技能）

４ 指導計画（３年生１２時間，４年生１２時間）

過程 学習過程・主な学習活動（第３学年） 学習過程・主な学習活動（第４学年）

事
前

朝読書の時間に，友達の書いてきた自由研究

を読ませておく。

総合的な時間の学習との関連を図っておく。

「言葉プリント」をしておく。

朝読書の時間に，新聞を読ませておく。

総合的な学習の時間との関連を図っておく。

「言葉プリント」をしておく。

つ

か

む

１ 夏休みの自由研究を見て，今までに書いてき

た経験を振り返る。

２ 「研究レポート」は，どんなものかを調べる。

・自分たちの教科書のレポート例を見ながら，

レポートとはどういうものなのかについて

話し合う。

3 研究レポートについてまとめる。

調べたことや分かったことをまとまりごと

にまとめたものを研究レポートという。

１ 社会科で作成した新聞を見て，今までに作成

してきた経験を振り返る。

２ 「新聞」はどんなものかを調べる。

・実際の新聞や教科書の新聞例を見ながら，

新聞とはどういうものなのかについて話し

合う。

３ 新聞の工夫についてまとめる。

新聞は，出来事を写真やグラフなどを入れた

りしながら，一枚の紙にまとめたものである。

つ

か

む

4 単元のめあてを立てる。

○ 3年生は実態を考慮し，共同でのレポート

作成とする。

4 単元のめあてを立てる。

○ 4年生は実態と評価のしやすさを考慮し，

個人での新聞作成とする。

見

通

す

5 学習計画を立てる。

○ 宇宿校区のことについて，どんなことを研

究レポートの内容として取りあげるか，そ

れぞれに決める。

○ 項立てについて考える。

○ レポートの構成法や記述の仕方について

学んでから，そのことを自分たちのレポー

ト作成に生かしていくことを確認する。

5 学習計画を立てる。

○ 「新聞名」「その新聞名にした理由」「記

事にしたい内容」を考える。

○ 記事の中で知らせたい優先順位を決める。

○ 新聞の構成法や記述の仕方について学ん

でから，そのことを新聞づくりに生かして

いくことを確認する。

○ 3年生のアドバイザーとして，昨年度の学

習を生かせるよう意識付ける。

総合の時間で調べている宇宿校区のことに

ついて，共同で研究レポートを書こう。

総合の時間で調べている宇宿校区のことに

ついて，個人で新聞を作ろう。

・ 上手にまとめられている人と，自分のも

のはどこが違うのかな。

・ 新聞作りで苦労したところは，どこだっ

たかな。
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見

通

す

○ インタビューの仕方について確かめる。

○ メモのとり方について確かめる。

○ インタビューの仕方について確かめる。

○ メモのとり方について確かめる。

調

べ

る

6 教科書のレポート例を使って，構成や記述の

仕方について調べる。

○ 「まとまりごとに分かれていること」「横書

きであること」「文末表現の違い」などに気付

く。

７ 自分で決めた内容についてインタビューを

中心とした方法で調べる。

○ 総合的な学習の時間との関連を図る。

○ ４年生とも情報交換をする。

6 教科書の新聞例を使って，構成や記述の仕方

について調べる。

○ 「一番書きたいことが上に大きく位置して

いること」「記事の内容を分かりやすくした

り，目立たせたりするために図や写真が添え

られていること」「見出しがあると，どこにど

んなことが書かれているか分かりやすいこ

と」などに気付く。

７ 自分で決めた内容について，インタビューを

中心とした方法で調べる。

○ 総合的な学習の時間との関連を図る。

○ ３年生とも情報交換をする。

習

得

す

る

８ 取材したことを持ち寄り，草案を作る。【本時】

○ 自分が調べてきたことをもとに，レポート

の構成について話し合う。

○ 調べてきたことを，項目に合うように付箋

に書き出し，貼り付けていく。

○ 自分の取材で，足りないところはないか確

認する。

【具体的指導事項（構成）】

□ 「調べたこと・調べた理由」「調べて分かった

こと」「調べた感そう」の項立てにそって書い

ている。

８ 新聞の割り付け計画を作成する。【本時】

○ ３時間目に学習した新聞の構成の工夫を

確認し，それに合わせて自分の新聞の構成案

を作る。

○ それぞれの記事の割り付けの工夫を発表

させ，アドバイスをもらえるようにする。

【具体的指導事項（構成）】

□ 見出し・本文の構成が見られる。

□ 重要な記事を一番上に大き目に持ってきて

いる。

□ 写真や図表を添える計画がある。

・ レポートはまとまりごとに分かれてい

て，小見出しでそのまとまりが分かり

やすくしあるんだね。

・ 横書きでは，コンマが使われているよ。

・ 「～です。」と書いたときと，「～だそ

うです。」と書いたときのちがいは何か

な。

・ 新聞の記事の大きさのちがいは，どこ

からきていのかな。

・ 図や写真がある場合とない場合では，

どうちがうのかな。

・ 見出しの役割は何だろう。

・ レポートはまとまりごとに分かれてい

て，見出しでまとまりを分かりやすくし

ているんだね。

・ 調べた感想はどうしようかな。

・ 一番書きたいことが，目立つように工

夫できているかな。

・ 見出しは，これでいいかな。

・ ここに写真があるとわかりやすいなあ。

・ 教科書の項立てと自分たちのレポートの

項立ては違うよね。どのような項立てにし

ようか。

・ 新聞にするには，いくつかのせる内容が

必要だね。誰に聞けばくわしく教えてもら

えるかな。
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習

得

す

る

９ 足りなかったところの追加取材をする。

○ 総合的な学習の時間と関連させながら，足

りなかったところの取材を進める。

10 レポートの下書きをする。

○ 追加で調べてきたこと付箋で追加し，十分

に材料が集まった時点で，下書きをさせる。

【具体的指導事項（記述）】

□ 文末表現が適切である。

事実（～である。）／感想（～だと思う。）／

伝聞（～そうである。）／引用（～によると，

と書いてあった。）

□ 横書きの書式を守っている。

文字の揃え方／コンマ／算用数字

□ 接続詞が適切である。

まず／次に／それから／なぜならば

９ 足りなかったところの追加取材をする。

○ 総合的な学習の時間と関連させながら，足

りなかったところの取材を進める。

10 新聞の下書きをする。

○ 追加で調べてきたこと付箋で追加し，十分

に材料が集まった時点で，下書きをさせる。

【具体的指導事項（記述）】

□ 「いつ」「どこで」「だれが」「どうした」を落

とさずに書いている。

□ 事実や自分の考えなどを，文末表現に着目し

て分けて書いている。

事実（～である。）／感想（～だと思う。）

呼びかけ（～しよう。）

□ 敬意表現が使えている。

11 レポートを見直し，仕上げる。

○ 推敲の段階は，4年生にも見てもらえるよ

うに，交流場面を設定する。

○ 用紙は，広幅用紙を台紙とし，そこに貼り

付けられるようにする。

11 新聞を見直し，仕上げる。

○ 推敲の段階では，3年生に見てもらえるよ

うに，交流場面を設定する。

○ 用紙は，Ａ3の用紙とする。

ま

と

め

る

広

げ

る

12 書いた研究レポートと，新聞をお互いに読み合う。

○ 自己評価を添付する。

○ 評価表を使って，観点をもって相互評価をする。

13 レポートと新聞を，学校玄関へ掲示する。

○ 校内放送で全校児童や先生たちに紹介し，感想を書いてもらえるように呼びかける。

14 感想を受け取り，単元のまとめをする。

【３年生のまとめ】

「調べたこと・調べた理由」「調べて分かった

こと」「調べた感想」と分けて書くと研究はまと

めやすいし，読む人も読みやすい。また，「～そ

うです。」「～だと思います。」などのように，文

の終わり方で内ようを書き分けることが大切で

ある。

・ 項目ごとに分けることで，書きやすい

し，読む人も読みやすくなったよ。

・ 今度研究レポートを書くときは，少し

まとまりを増やしてみようかな。

・ 読む人をひきつける工夫が，新聞に

はたくさんあるんだね。

・ これから新聞を読むときは，見出し

を手がかりに読んでみよう。

【４年生のまとめ】

新聞を書くときは，書いていることが分か

りやすく，また，きょう味をもって読んでも

らえるように，見出しや写真で構成を工夫す

るとよい。「いつ」「どこで」「どうした」など

大事なことを落とさないようにすることが大

切である。
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５ 本時（第３学年：６/１２，第４学年：６/１２）

（1）目標

自分の取材してきたことを，「調べること・調べ

た理由」「調べて分かったこと」「調べた感想」の項

立てに合わせて，レポート全体の組み立てを考える

ことができる。

新聞の構成の基本を押さえながら，取材してきたこ

とをどのように割り付けるかを考えることができる。

(2) 指導に当たって

指導に当たって，まずは本時が「構成」を指導事項として取り扱う時間であることを明確にしておく必要

がある。（※視点１「指導事項の重点化」）その上で，前時までに調べてきたことをもとに，３年生はレポー

ト，４年生は新聞の構成案を考える学習であることから，各児童がどのような内容を，どのような方法で，

どこまで調べられているかを指導者がしっかりと把握しておいてから，本時の指導を行うことが求められる。

また，調べてきたことを内容ごとに書き分けられているかを短い時間で見取り，評価やアドバイスをして

いく必要がある。そのための工夫として，色分けした色紙や付箋を準備し，貼り出した状態での見取りが可

能なようにしておきたい。（※視点３「間接指導を効果的に行う教材・教具の工夫」）

本学級は，３年生と４年生の複式学級である。複式指導のよさを生かすため，単元の中でできるだけ交流

場面を作ることを心がけている。本時の中でも，「まとめる」段階で学んだことと感想を交流する場面を作

りたい。（※視点４「異学年交流の場の設定」）また，間接指導を充実させるために，ガイドとの打ち合わせ

の充実や一単位時間の授業の流れの掲示，間接指導に移る前の見届け，直接指導に戻る前の見取りなどに心

がけたい。（※視点３「ガイド学習の工夫」）


